高楠順次郎とタゴール―仏教哲学者が「詩聖」に見たもの by 小川原 正道



























































































































































































































ル著作集 別巻 タゴール研究』第三文明社、平成五年、所収）、参照。 
7前掲「タゴールと日本」、三五〇頁。 
8『東京朝日新聞』大正五年六月一二日付朝刊。 
9前掲「予の見たる詩聖タゴール」、二九——三〇頁。 
10高楠順次郎「印度の仏蹟とガンダーラ美術」中（『禅』七六巻、大正二年八月）、二七頁、高楠順次郎
「印度の仏蹟とガンダーラ美術」下（『禅』七七巻、大正二年九月）、三三頁。 
11高楠順次郎「入竺中の所感」（『宗教界』九巻七号、大正二年七月）、五二四―五二五頁。 
12前掲「予の見たる詩聖タゴール」、三〇頁。 
13高楠順次郎「タゴール氏に就いて」（『日本及日本人』第六五三号、大正五年四月）、九一—九四頁。 
14前掲「入竺中の所感」、五四六―五五〇頁。 
15前掲「タゴール氏に就て」、九三頁。 
16高楠順次郎「印度詞宗タゴール（上）（下）」（『読売新聞』大正五年六月一二日付朝刊・一五日付朝刊）。 
17前掲「タゴールと日本」、三四四——三四七頁。 
18タゴールはこの来日に際して、紀行文を書き残している。タゴール／タゴール記念会編訳『タゴール
と日本』（タゴール記念会、昭和三六年）、参照。 
19前掲「予の見たる詩聖タゴール」、二九頁。 
20高楠はこの時代を、インド五千年の歴史における文明の第一段階であったと位置付け、宗教的には、
人間が自然の偉大な清涼に畏怖してこれに支配される時代、すなわち「自然的宗教時代又は天然的宗教
時代」であったと位置付けている（高楠順次郎「インド思想発達の歴程」『東洋哲学』第二七年第一号、
明治四三年一月、一——三頁）。この点については、オリオン・クラウタウ「大正期における日本仏教論の
展開——高楠順次郎の思想的研究・序説」（『日本思想史学』第四二号、平成二二年九月）、一六二頁、参照。 
21前掲「予の見たる詩聖タゴール」、二九——三二頁。 
22我妻和男『人類の知的遺産六一 タゴール』（講談社、昭和五六年）、六頁。 
23『東京日日新聞』大正一三年六月八日付朝刊。 
24『東京朝日新聞』大正一三年六月一日付夕刊、二日、七日、九日、一三日付朝刊。 
25高楠順次郎「宇宙の声」（『現代仏教』第四号、大正一三年八月）、二——八頁。 
26『東京朝日新聞』昭和四年三月二四日付夕刊。 
27『東京朝日新聞』昭和四年三月二七日付夕刊。 
28前掲『人類の知的遺産六一 タゴール』、六頁。 
29前掲『タゴールと日本』、七七頁。 
30前掲『人類の知的遺産六一 タゴール』、五——三四頁、我妻和男『タゴール——詩・思想・生涯』（麗澤
大学出版会、平成一八年）、二九一——三二六頁。 
31高楠順次郎「仏教の根本義」（『読売新聞』昭和六年三月二二日付朝刊）。 
32「印度に対する日本の使命（四）タゴール氏講演」（『東京朝日新聞』大正五年六月一五日付朝刊）。 
33高楠順次郎「大聖ガ翁死の抗議」（『読売新聞』昭和一八年二月二八日付夕刊）。 
34高楠順次郎「印度歴史の特異性」（『日印協会会報』第三八号、大正一五年八月）、三九頁 
35『東京日日新聞』大正一三年六月一〇日付朝刊。 
11
36茨城県天心記念五浦美術館編『開館一周年記念展 インドに魅せられた日本画家たち——天心とタゴー
ルの出会いから』（茨城県天心記念五浦美術館、平成一〇年）、二〇頁。訳は我妻和男による。
37雲藤義道「学院創設の理念を想起せよ」（『武蔵野女子学院報』第二六号、昭和五四年一一月一〇日）、
一頁。
38この書をタゴールがいつどのような形で書いたかについては諸説ある。雲藤義道は大正一三年に来日
した際に、築地本願寺内に設立されて間もない武蔵野女子学院をタゴールが訪れ、生まれてはじめて日
本の筆をもって墨書したとしているが（前掲「学院創設の理念を想起せよ」、一頁）、第二代武蔵野女子
学院長の鷹谷俊之の著書『東西仏教学者伝』（華林文庫、昭和四五年）のカバーには、この書の写真が掲
げられた上で、「Tagore が訪日の時、著者が、紙と墨を持参して、Tagore に書いてもらったもの」との
説明があり、前田專學も、俊之の娘・鷹谷るりこ（武蔵野女子大学名誉教授）および俊之の長男・鷹谷
俊昭（武蔵野女子学院評議員）の話として、俊之が帝国ホテルに滞在中のタゴールのもとへ紙などを持
参した、とした上で、タゴール来日の際の足跡を追い、帝国ホテルに宿泊したのが大正一三年と昭和四
年であるとして、このいずれかの際に高楠が鷹谷とともに帝国ホテルにタゴールを訪ねてこの書を書い
てもらったのではないかと推測している（前田專學「私の座右の銘」『在家仏教』第五三九号、平成九年
四月、二六——二八頁）。鷹谷自身の著作にこう記され、その実子も証言している以上、タゴールが武蔵野
女子学院を訪れたのではなく、鷹谷が帝国ホテルにタゴールを訪ね、これを記してもらったと考えるの
が妥当であろう。前田の考証による限り、そこに高楠が同席していたのか、また、それが大正一三年な
のか昭和四年なのかは定かでないが、鷹谷俊昭に確認したところ、父からここに高楠は同席しておらず、
訪問したのは昭和だと聞いているとの証言を得た。このため、筆者は昭和四年に鷹谷俊之が帝国ホテル
のタゴールのもとを訪ね、この書を書いてもらったものと推察するものである。なお、高楠順次郎は日
記を書き残しているが、昭和四年、大正一三年分ともに現存しておらず、前掲「高楠霜子日記」には昭
和四年分が現存している（武蔵野大学高楠順次郎資料室蔵）ものの、順次郎がタゴールと会った、ある
いは帝国ホテルを訪れたといった該当する記述はみあたらない。このことも、昭和四年にタゴールが来
日した際には、高楠がタゴールと会っていないことを裏書きしている。
39前掲「高楠順次郎―その思想形成におけるインド・ネパール体験」、三六四——三六五頁、前掲『人類の
知的遺産六一 タゴール』、二二——二六頁。
